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ヤンゴン素描 44 

鉢を抱えて天を仰ぐシン・ウパゴー（ウパグプタ） 

アショカ王と同時代の大聖者 

山形洋一 

 

ヤンゴン環状鉄道 38駅周辺の案内は、前号で完結しました。 

今回から、ミャンマーの仏寺で見かける図像について解説することにしましょう。 

何回続くか見当もつきませんが、末永くお付き合いいただければ幸いです。 

新シリーズの最初にとりあげるのは「シン・ウパゴー」。飯の入ったお鉢に右手を入れ、天を

見あげてまだ正午を過ぎていないから、食べても戒を破ることにはならないぞ、とつぶやく、

一見食いしん坊な坊様です。 

名前の「シン」は沙弥、すなわち徳の高い坊さんに対する敬称、ウパゴーはビルマ訛りで、も

とのサンスクリット語では「ウパグプタ」です。耳慣れない名前だとお思いでしょうが、じつ

は『今昔物語集』第四巻にウパグプタの物語が三つ載っているのです。 

ウパグプタは実在の坊様らしく、ブッダが亡くなられて約 100年の後、北インドのアーグラに

近いマトゥラーという町の、グプタ香水店の跡継ぎとして生まれました。「ウパ」は下の意味。

「ウパグプタ」とはグプタ・ジュニアのことです。 

そのジュニア君、商売もなかなか上手で、お客に人気でした。しかし前世からの約束で出家す

ることになります。それも誰かの指導を受けるというでもなく、ほとんど自力で悟りを得ます。

そこで、ブッダ亡きあとの「印なき仏陀」と呼ばれるようになりました。「印」とは額の白毫

（びゃくごう）や頭の螺髪（らほつ）など、すぐれた聖者が生まれた時から示すといわれる三

十二相のことです。 

ウパグプタの天敵は悪魔（マーラ、魔羅）です。ブッダが菩提樹の下で悟りを開かれたとき邪

魔をしようとして撃退されましたが、滅ぼされたわけではありません。ブッダが涅槃でこの世
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を去られると、マーラは好き勝手するようになりました。とくに人々が仏教の儀礼をおこなお

うとすると、風雨などで邪魔をしていました。 

ウパグプタと同時代の人に、アショカ王がいます。王は仏教をインド全域広めるために、仏舎

利（ブッダの骨）を細かく分けて全土に配り、その場にストゥーパ（仏塔）を立てさせること

にしました。心配なのは、それを知ったマーラが邪魔をすることです。 

アショカ王の軍隊といえど、マーラには太刀打ちできません。そこで王は徳の高いウパグプタ

に加勢をお願いしました。ウパグプタは承諾しましたが、しばらく断食していたので、このま

までは力が出ない。急いで托鉢にまわり、まだ正午を過ぎていないことを確かめ、急いで腹ご

しらえをしたのが、例の図像の意味です。 

力を得たウパグプタは、燈明をつけてマーラを待ちます。マーラは燈明を消そうと雨を降らせ、

風を吹かせますが、ウパグプタが設けたバリヤーに撃退されます。マーラが猛々しい牡牛に化

けて襲いかかると、ウパグプタはライオンに化け、マーラがナーガ（コブラ、龍神）に化ける

と、ウパグプタはガルーダ（金翅鳥、きんしちょう）となって食らいつきます。 

最後にマーラは立派な紳士に化けて、戦いを見に集まっていた群衆をたぶらかそうとします。

これを見たウパグプタは、腐った犬の死骸から抜いた骨で首飾りを作り、マーラの頸にかけま

す。マーラはこの悪臭にすっかり参り、神々にお願いして外してもらおうとしますが、誰にも

どうすることもできず、ついにウパグプタに降参して、以後人々が仏事を行う邪魔をしないこ

とを誓い、このおぞましい首輪を外してもらいます。 

このあたりの話は、『今昔物語』巻四の話と部分的に重なります。 

ウパグプタの像は、しばしば筏に乗って池の中に置かれています。メーラムー寺の巨大なワニ

の口に近いあたりに置かれたウパグプタ像の周りには、怪魚、ウミヘビ、ウミガメその他恐ろ

し気な生き物がいます。その意味については、次回にまわすことにしましょう。 

今回は残念ながら絵がつきません。お話だけでも楽しんでいただければ幸いです。 

（了） 


